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　　　•プログラムの方針決定．新規プログラムや新規 

　　　　領域設定の決定．
　　　•各制度内の領域間・分野間・プログラム間等の 

　　　　資金の配分額や配分方式（個人研究とグループ 

　　　　研究等）の決定．
　　　•プログラムオフィサー間の調整．
　　　•採択課題の決定．
　　　•プログラムオフィサーの評価．
　なお，各競争的資金の趣旨や目的はそれぞれ異なるこ
とを踏まえ，PO・PDの各資金における具体的な権限
と責任については，各制度で位置付け（たとえば，評価
委員会と PO・PDとの適切な役割分担）を検討するこ
ととされている．

　日本における PO制度の導入は欧米に倣ったものであ
る．そこで，まず，米国および英国における競争的資金
と PO制度について簡単に紹介した後，日本の制度につ
いて説明する．なお，特に参照を明示しないが，各国の
情報としては，総合科学技術会議（CSTP）のWebサ
イトに掲載されている資料や科学技術白書（平成 20年 

版）2），科学技術振興調整費成果報告書 3），JSTのプ
ログラムオフィサーセミナーのWebサイト（http://

www.jst.go.jp/po_seminar/index.html）に掲載されて
いる資料に基づくものも多い．

《 欧米の状況 》
（1）米国における競争的資金と PO

　米国政府支出の研究開発投資額は，少し古いが 2001

年度で 850億ドル（当時の為替レートで換算すると約

競争的資金と PO制度の状況

担 当 プ ロ グ ラ
ムの方向付け

研究動向の把握
• 有望な研究開発，優れた研究者の発掘（論文，特許，各種研究報告書等からの情報収集）
• 人的ネットワークの形成と維持，技術シーズの発掘（国内外の学会，セミナー等に出席）

プログラムの方
針見直し案作成

• 研究動向およびワークショップ等での議論を踏まえ，プログラムの方針（案）（目的，目標，重点テー
マ，新規テーマ設定）を作成

• プログラムの方針（案）作成に際しての，他のプログラムとの調整，新規プログラムや新規領域設定
の提案（融合分野や新規分野等）

• プログラムの方針（案）をプログラムディレクターに提言

プログラムの方
針の普及

• 学会，セミナー等に配分機関の代表として出席し，プログラムの方針を説明，等

公 募・ 審 査・
採択決定

公募
• プログラムの方針を説明
• 研究者や研究機関のからの応募等に関する相談に対応

申請書の受理
• 申請書の研究内容を把握
• プログラムの方針や基準に適合しない申請書を他のプログラムへ割り振る，等

事前評価および
採択決定

•評価者の選任（第一線の研究者・技術者）
• 外部評価の計画・実施
• 評価結果やコメントの取りまとめと，審査報告書の作成
•採択課題候補（案）の作成
  - 外部評価（ピアレビュー）を基に，優先順位を付した採択課題候補（案）を作成（優先順位付け）
  - 評価コメントを踏まえ，どの課題にどの程度の資金提供を行うかを立案（研究費の査定）
  - 研究分担者の必要性や役割の適切さを判断
  - 他の制度において，同じ研究者による同じ研究内容の課題がないかを確認（重複の排除）

・採択課題候補（案）をプログラムディレクターに説明，提言

申請者への評価
結果・内容の開
示

• 評価内容や不採択理由が記載された審査報告書の送付
• 申請者からの質問，確認，相談等への対応
• 不服申し立てへの対応
•採択課題について，研究計画の改善点を指摘．不採択の申請者にも助言（研究計画の改善）

フ ォ ロ ー ア ッ
プと事務管理

各研究開発課題
の進捗状況の把
握と評価

•進捗状況や予算執行の状況を把握（必要に応じて，現地調査）
•課題の研究計画の変更を提言（中止・縮小・拡大を含む）
• 終了課題の評価
• プログラムの成果報告書を作成

その他の通常の
業務

• 研究成果の公表や宣伝
• 成果を次の政策へ反映（Renewal，大規模なプログラムへの移行，プロジェクト化）
• プログラム全体の運営見直し等の提案

表 -1　プログラムオフィサーの基本的役割� 注）下線は特に重要な項目を示す．


